
同
婦
人
会
は
近
年
、
高
齢
化

が
進
む
一
方
で
中
堅
世
代
の
組

織
離
れ
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、
河
合
典
子
支
部
長
ら
本
年

度
役
員
が
「
住
民
交
流
促
進
の

行
事
は
欠
か
せ
な
い
。
地
域
に

お
け
る
会
の
存
在
価
値
も
高
め

た
い
」
と
し
て
協
議
を
重
ね
、

日
帰
り
バ
ス
旅
行
を
計
画
し
た

も
の
。

午
前
八
時
に
つ
ど
え
ー
る
を

出
発
し
た
一
行
は
広
島
へ
向
か

い
、
広
島
市
植
物
公
園
を
散
策

し
た
り
、
ウ
ッ
ド
ワ
ン
美
術
館

で
ゴ
ッ
ホ
の
「
農
婦
」
な
ど
を

鑑
賞
し
た
。

帰
着
後
、
参
加
者
ら
は
「
大

変
良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は

時
々
計
画
し
て
欲
し
い
」
と
感

想
を
述
べ
て
い
た
。

平
成
十
九
年
度
井
原
分
団
第

三
部
の
部
長
に
倉
掛
六
組
の
川

相
謙
治
さ
ん
が
決
ま
っ
た
。
倉

掛
地
区
か
ら
の
部
長
選
出
は
、

平
成
十
四
年
の
大
坪
正
和
さ
ん

以
来
五
年
ぶ
り
と
な
る
。

川
相
さ
ん
は
昭
和
四
十
四
年

生
ま
れ
。
平
成
九
年
に
入
団

し
、
こ
れ
ま
で
分
団
や
市
団
の

消
防
操
法
訓
練
大
会
に
幾
度
と

な
く
出
場
。
平
成
十
三
年
の
県

大
会
で
は
指
揮
者
と
し
て
活
躍

し
た
。
片
山
工
業
㈱
勤
務
。

次
年
度
第
三
部
を
率
い
る
こ

と
に
な
っ
た
川
相
さ
ん
は
「
精

一
杯
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」

と
力
強
く
語
っ
て
い
る
。

い
き
い
き
・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
あ
す
は
が
十
一
月
十
日
、
倉

掛
公
民
館
で
「
介
護
教
室
で
楽

し
く
遊
ぼ
う
会
」
を
開
き
、
会

員
約
三
十
人
が
参
加
し
た
。

川
相
肇
代
表
の
開
会
挨
拶
に

続
い
て
西
部
い
こ
い
の
里
の
柳

澤
大
作
講
師
が
介
護
保
険
申
請

か
ら
認
定
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
に

関
し
て
幅
広
く
説
明
。
「
井
原

市
に
は
認
定
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
人
の
独
自
サ
ー
ビ
ス
も
あ

る
」
な
ど
と
紹
介
し
た
。

笠
原
宏
美
講
師
は
「
不
自
由

な
生
活
の
改
善
計
画
を
行
う
の

も
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕

事
。
気
軽
に
何
で
も
ご
相
談
下

さ
い
」
と
、
福
祉
制
度
活
用
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

講
演
終
了
後
は
全
員
で
的
当

て
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
昼
前
に

閉
会
し
た
。
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ホームページ http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

倉
掛
婦
人
会
が
十
一
月
十
九
日
、
会
員
減
少
が
進
む
婦
人

会
の
魅
力
を
ア
ッ
プ
し
て
会
員
拡
大
を
図
ろ
う
と
、
広
島
方

面
へ
の
研
修
旅
行
を
実
施
、
二
十
人
が
参
加
し
た
。

介
護
保
険
制
度
学
ぶ

研
修
旅
行
で
組
織
Ｐ
Ｒ

サ
ロ
ン
あ
す
は

倉掛婦人会

十
一
月
十
九
日
、
倉
掛
婦
人
会
一
行

（
参
加
者
二
十
名
）
は
、
広
島
方
面
に

旅
行
し
ま
し
た
。
小
雨
降
る
中
の
出
発

で
し
た
が
、
バ
ス
の
中
で
の
合
唱
や
運

転
手
さ
ん
の
プ
ロ
顔
負
け
の
歌
の
サ
ー

ビ
ス
に
盛
り
上
が
り
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
一
路
、
広
島
市
植
物
公
園
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。

植
物
公
園
は
紅
葉
し
た
木
々
に
囲
ま

れ
た
広
大
な
芝
生
や
花
の
じ
ゅ
う
た
ん

が
私
達
一
行
を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

大
温
室
で
は
世
界
の
野
生
ラ
ン
が
香
り

を
放
ち
、
中
で
も
バ
イ
オ
で
栽
培
さ
れ

た
ベ
ゴ
ニ
ア
の
花
が
大
輪
の
薔
薇
の
よ

う
に
咲
い
て
い
る
の
を
見
て
「
こ
の
花

を
洋
服
や
帽
子
に
し
て
飾
り
た
い
な

ぁ
」
と
一
同
感
動
し
た
様
子
で
し
た
。

午
後
は
ウ
ッ
ド
ワ
ン
美
術
館
を
訪
ね

ま
し
た
。
豊
か
な
自
然
の
山
間
に
あ
る

美
術
館
の
周
囲
は
、
楓
や
紅
葉
が
美
し

く
色
づ
き
、
雨
に
映
え
て
い
て
い
っ
そ

う
の
趣
き
が
あ
り
ま
し
た
。

し
ょ
う
し
ゃ
な
木
造
平
屋
建
て
の
館

内
で
は
近
代
日
本
絵
画
の
作
品
が
、
隣

の
マ
イ
セ
ン
館
で
は
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ

ォ
ー
の
ガ
ラ
ス
作
品
や
マ
イ
セ
ン
磁
器

な
ど
の
魅
了
さ
れ
る
作
品
が
数
多
く
展

示
さ
れ
て
お
り
「
こ
ん
な
グ
ラ
ス
で
飲

ん
だ
ら
お
い
し
か
ろ
う
な
ぁ
！
」
と
話

す
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

帰
路
の
バ
ス
の
中
で
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
に
一
喜
一
憂
し
、
歌
声
が
出
た
り
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
楽
し
い
旅
と
な

り
ま
し
た
。

１８－３組 梶谷美奈子

年末恒例の倉掛少年団クリスマス会が12

月３日、井原公民館集会室で行われ、幼稚

園児や小学生、育成会員ら多数が参加し

た。

余興は各班がそれぞれに工夫。３班は紙

に書いてある物を会場内から早く探して来

た人が勝ちという「借り物競争」を行い、

育成会は幕を使った「間違い探し」で、お

母さんたちが役者ぶりを発揮した。

岡藤良二さん扮するサンタクロースから

プレゼントもあり、団員らにとって嬉しさ

いっぱいの一日となった。

倉
掛
少
年
団
が

ク
リ
ス
マ
ス
会

写
真
＝
容
器
の
中
の
飴
玉
を
く
わ
え
る

ゲ
ー
ム
は
、
粉
で
顔
が
真
っ
白
に
な
り

全
員
大
笑
い

「次回も楽しみです」

♪秋の夕日に照る山紅葉♪

▲

井
原

分
団



井
原
地
区
対
抗
球
技
大
会

（
井
原
公
民
館
主
催
）
が
十
一

月
五
日
、
井
原
小
学
校
を
会
場

に
開
か
れ
、
男
子
は
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
、
女
子
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
今
季
無
敗

の
倉
掛
が
リ
ー
グ
戦
、
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
戦
に
続
い
て
こ
の
日
の

公
民
館
杯
で
も
優
勝
を
飾
り
、

三
大
会
を
完
全
制
覇
し
た
。

初
戦
で
本
町
と
対
戦
し
た
倉

掛
は
川
相
益
一
投
手
の
好
投
や

山
元
幸
治
選
手
が
ヒ
ッ
ト
性
の

当
た
り
を
セ
ン
タ
ー
ゴ
ロ
に
仕

留
め
る
な
ど
手
堅
く
守
っ
た
。

４
回
裏
に
は
３
塁
に
ラ
ン
ナ
ー

を
置
き
、
西
山
津
好
選
手
の
レ

フ
ト
オ
ー
バ
ー
本
塁
打
で
得
点

差
を
広
げ
て
結
局
、
17

－

７
で

勝
ち
上
が
り
。

競
り
合
っ
た
準
決
勝
の
新
町

戦
は
、
最
終
回
に
５
点
を
加
え

て
11

－

７
で
逆
転
勝
ち
。
決
勝

戦
に
入
っ
て
も
倉
掛
の
勢
い
は

衰
え
ず
、
14

－

１
で
向
町
に
圧

勝
し
た
。

倉
掛
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
同
好
会

の
渡
辺
進
会
長
は
「
皆
さ
ん
が

頑
張
っ
た
結
果
で
す
」
と
、
メ

ン
バ
ー
を
讃
え
て
い
る
。

一
方
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
部
に
参
加
し
た
倉
掛
チ
ー
ム

は
、
１
回
戦
で
下
町
か
ら
２
セ

ッ
ト
を
連
取
し
て
皆
の
笑
顔
が

は
じ
け
た
。
続
い
て
対
戦
し
た

強
豪
の
新
町
に
は
惜
敗
し
た

が
、
好
プ
レ
ー
の
連
発
で
試
合

は
引
き
締
ま
っ
た
。

井
原
町
秋
祭
り
が
十
月
二
十

二
日
に
執
り
行
わ
れ
、
境
内
で

は
備
中
神
楽
、
町
内
は
倉
掛
少

年
団
み
こ
し
や
消
防
団
有
志
の

千
歳
楽
で
賑
わ
っ
た
。

足
次
山
神
社
で
御
祓
い
を
受

け
出
発
し
た
少
年
団
一
行
は
、

約
四
時
間
掛
け
て
倉
掛
地
内
を

一
巡
。
自
治
連
合
会
役
員
ら
も

鬼
に
扮
し
て
こ
れ
に
加
わ
り
、

祭
り
を
盛
り
上
げ
た
。

こ
の
日
は
「
い
つ
も
負
か
さ

れ
て
い
る
友
達
が
鬼
に
な
っ
た

ぼ
く
を
見
て
泣
い
た
」
と
か
、

「
鬼
の
一
団
に
驚
い
た
孫
が
家

へ
逃
げ
込
み
、
中
か
ら
鍵
を
掛

け
て
し
ま
っ
た
」
な
ど
、
昔
な

が
ら
の
鬼
祭
り
と
な
っ
た
。

育
成
会
の
神
崎
節
夫
会
長
は

「
地
域
の
皆
様
に
は
過
分
な
御

祝
い
を
頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
感
謝
し
て
い
た
。

井
原
公
民
館
で
十
一
月
二
十

六
日
、
学
習
作
品
発
表
会
が
開

か
れ
、
公
民
館
講
座
の

力
作
を
一
目
見
よ
う
と

多
く
の
人
達
が
会
場
を

訪
れ
た
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く

の
雨
模
様
だ
っ
た
が
、

今
回
初
め
て
企
画
さ
れ

た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

も
ま
ず
ま
ず
。
婦
人
会
の
う
ど

ん
コ
ー
ナ
ー
も
好
評
だ
っ
た
。

倉
掛
関
係
で
は
三
組
宮
本
文

子
さ
ん
（
ニ
ッ
ト
サ
ー
ク
ル
）

の
犬
模
様
入
り
手
編
み
セ
ー
タ

ー
＝
写
真
上
＝
な
ど
が
見
学
者

の
注
目
を
集
め
て
い
た
。
そ
の

他
の
倉
掛
地
区
出
展
者
は
次
の

と
お
り
。

▽
あ
み
も
の
＝
山
岡
淑
子
さ
ん

▽
手
書
き
友
禅
＝
山
岡
淑
子
さ

ん

▽
ボ
ー
ル
ペ
ン
習
字
＝
川

相
良
子
さ
ん
、
妹
尾
令
子
さ

ん
、
渡
辺
悦
已
さ
ん
、
瀬
川
治

子
さ
ん

▽
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
＝

実
森
澄
子
さ
ん
、
佐
藤
由
美
子

さ
ん

▽
か
な
習
字
＝
竹
田
京

子
さ
ん

▽
書
道
一
般
＝
梶
谷

昌
弘
さ
ん
（
以
上
、
判
明
分
）
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12/20  倉掛婦人会・役員会
午後７時～（倉掛公民館）

12/24  全国高校駅伝大会（京都市）
◎興譲館女子チーム出場

12/28  官公庁仕事納め
12/28～29 井原分団夜警活動
２００７年（平成１９年）
1/ 1～3 郷社足次山神社新年祈願祭
1/ 4  官公庁仕事始め
1/ 6  井原分団第３部決算予算会
1/ 7  井原市成人式

（芳井生涯学習センター）
1/10  サロンあすは絵手紙教室
1/13  資源の日・古紙古着等回収

午前７時30分～９時
1/14  星の郷健康マラソン（美星）
1/20  自治連合会防犯パトロール
1/21  井原市消防出初式

第３部出初式 午前６時～
2/ 4  厄除け祈願祭 （郷社）

午前10時～
2/10  資源の日・古紙古着等回収

午前７時30分～９時
2/25  全国健康マラソン井原大会

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
●郷社足次山神社新年祈願祭

１月１日（月）０：００～ ３：００
９：００～１５：００

２日（火）９：００～１５：００
３日（水）９：００～１５：００

●倉掛少年団秋季廃品回収
好天に恵まれた１１月１２日、倉掛少年団秋
季廃品回収が行われ、約６０人が参加した。
作業は午前８時３０分から始まり、団員は育
成会やボランティアの人達が運転するトラッ
クに分乗して、家々の前に出された古新聞・
古雑誌・ダンボール・空き缶を次々と回収。
約２時間でリサイクル業者のトラック２台も
満杯に。積み込み作業終了後、ボランティア
の人達に６年吉川直輝団長が「今日は廃品回
収の手伝いをして下さって大変有り難うござ
いました」と謝辞を述べた。全体の回収量は
春季よりやや少なく平年並みだった。

井

原

地

区

対

抗

球

技

大

会

倉掛ソフトボール同好会

外
野
へ
ヒ
ッ
ト
を
放
つ
谷
和
政
選
手

完

全

み こ し や 神 楽 を 楽 し む

バ
レ
ー

ボ
ー
ル

妹
尾
一
成
自
治
連
合
会
長
も
出
場
↑


